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 タンポポの種子の特徴から見た在来種と外来種の  
繁殖戦略の違いについて  
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１ はじめに 

タンポポの種子(痩果)は綿毛(冠毛)を持ち、風で

散布される。植物の種子の散布方法は、その繁殖

戦略と強く関係することが知られている。例えば、

タンポポの種子散布について、種子の性質と散布

の関係に着目し、実験を行った。 

 

２ 材料と方法 

＜材料＞石川県鳳珠郡能登町で採集した在来種

（エゾタンポポ）と 石川県珠洲市、七尾市、羽咋

市で採集した外来種（セイヨウタンポポ）を使用

した。採集の際には、綿毛の状態のタンポポを茎

から千切り、一つ一つ容器に入れて保存した。 

＜実験１＞ 種子の重さ 

１個の種子の重さとその散布のようすを調べるた

め、種子の重さを計測した。タンポポの種子は軽

く、学校にあるはかりでは、1個ずつ重さを計測

できなかった。そのため、頭花 1個から種子を

10個ずつ、5回とり出し、精密ばかりで重さを計

測した。これをもとに、種子 1個の重さを算出し

た。 

 

以下、実験２と実験３では、実験１で重さを計測

したもののみを使用した。 

 

＜実験２＞ 種子の飛距離 

風速 1.1m/sの扇風機で、高さ 15㎝からピンセッ

トでつまんだ種子を飛ばし、飛距離を計測した。

扇風機の渦巻き状の風を真っすぐにするために扇

風機の前にストローで作った整流器を設置した 

（図１）。また風の影響を受けない場所で行った。 

 

＜実験３＞ 種子の滞空時間 

高さ 120cm、直径 6.6cm の筒の中に、ピンセット

でつまんだ種子を落とし、床に着くまでの時間を

計測した（図２）。種子が床に着く瞬間が見えるよ

うに、床と筒の間には隙間を作った。また、風の

影響を受けない場所で行った。 

We researched the different propagation strategies between native dandelion species and 

invative dandelion species. Focucing on the dispersal mechanism of the seeds, we found that 

native species were heavier than invative species and could not travel as far. We conclude that 

foreign species exhibit a propagation strategy in which they disperse their seeds far away to 

expand their propagation area. We can also conclude that native species exhibit a propagation 

in which limit themselves to habitats which have favable growing conditions. 

図１ 実験２の装置 
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＜実験４＞ 種子の個数 

頭花 1 個あたりの種子数を、種子をピンセットで

摘み取りながらカウントした。 

 

３ 結果 

１. 種子の重さの比較 

種子の重さは在来種 0.89±0.27mg、外来種

0.51±0.16mg で在来種の方が外来種より、有

意に重かった（p＜0.05,t 検定）（図３，４）。 

２. 種子の重さと飛距離、滞空時間との関係 

種子の重さと飛距離の間で相関関係を見たと

ころ、種子が重いほどあまり飛ばないという

負の相関が見られた（図５, y=-13.3x+38.9, 

r=0.51, N=50）。 

 

また、同様に種子の重さと滞空時間の間で相

関関係を見たところ、種子が重いほど早く落

下するという負の相関が見られた（図６, y=

-2.7x+0.7, r=0.56, N=50）。 

 

 

３ .種子数は外来種 191±51.4 個、在来種

166±22.3 個で有意差はなかった（p＞0.05,t 検

定）（図７，８）。 
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図３ 在来種の重さの頻度分布

図２ 実験３の装置 
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図４ 外来種の重さの頻度分布
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図６ 種子の重さと滞空時間の関係
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図５ 種子の重さと飛距離の関係
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４ 考察・仮説 

在来種はあまり飛ばない重い種子を、外来種は

よく飛ぶ軽い種子をつける。先行研究で在来種は

肥えた土壌を、外来種はやせた土壌を好むことが

分かっている。また、実験で使用した在来種（エ

ゾタンポポ）と外来種（セイヨウタンポポ）は、

いずれも３倍体以上で無融合生殖を行う種である

ことも分かっており、そのため生殖方法による種

子の分布の違いはないといえる。以上のことから、

在来種は条件の良い場所にとどまり、外来種は生

息域を広げる戦略をとっていると考えられる。 

 

５ 追加実験 

＜実験５＞種子の発芽率 

 これまでの実験で使ったエゾタンポポとセイヨ

ウタンポポの種子を、バーミキュライトを敷いた

シャーレにそれぞれ 10 個ずつ植えたものを各種

ごとに 4個ずつ用意した。その際、インキュベー

ター内を気温 20℃、湿度 60%に設定した。そして、

連続照明を当て、バーミキュライトが乾かない程

度に水道水で湿らせ、35日間発芽した種子の個数

を記録した。 

＜結果＞エゾタンポポの種子の発芽率は 37.5%、

セイヨウタンポポの種子の発芽率は 22.5%で、発

芽率には有意差が無かった（p=0.22, フィッシャ

ーの正確確率検定)。 

 

＜実験６＞コドラート法※ 

石川県教育センター周辺のエゾタンポポとセイ

ヨウタンポポの分布図（170m 四方）を用いて、分

布のようすについて調べた（図９）。 

＜結果＞どちらも集中的に分布していたが、エゾ

タンポポの方がその傾向が強かった。また、二種

間の分布の重なりは非常に小さかった。 

＜考察＞私達の実験では、外来種の飛距離の方が

長かったが、分布図上では分布のようすに差が見

られなかった。その原因として、飛距離の実験結

果の差は数十センチメートルだったが、分布図は

170m 四方であったため、差が十分に表れなかった
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図８ 外来種の種子の個数の頻度分布
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図７ 在来種の種子の個数の頻度分布

 

図９ 教育センター周辺のタンポポの分布 
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ことが考えられる。しかし、相対的に見ればエゾ

タンポポの方がより集中的に分布しているため、

エゾタンポポは「安全戦略」を、セイヨウタンポ

ポは「チャレンジ戦略」をとっていると言える。

また、エゾタンポポとセイヨウタンポポは生息地

を共有していないと言える。 

 

※コドラート法…ある一定の大きさの正方形の区

画（コドラート）を設定し、その中に存在する個

体数を調査する手法。 

６ 今後の展望 

他の種類のタンポポでも実験を行い、同様の

ことがいえるのかを確かめる。高さや風速など

の条件を変えて実験する。屋外の自然の風で実

験をする。種子の養分含有量を調べるために、

種子の断面を顕微鏡で観察し、胚乳の面積を調

べる。 
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